


























































＜新 入 生 特 集＞
こ だ ま 第１５９号 ２００６年４月１日
－ ３ －
現代の日本は，そうとう言論や学問の自由が
あり，政府や多数派の見解を批判して「通説」
を変えさせることもある程度可能ですが，第二
次大戦までの日本は軍国主義的・全体主義的で
したし，今も多くの発展途上国ではそうした自
由は乏しいです。そこでは，子供は親や教師ら
から一方的な見方を絶対的に正しいものと教え
込まれ，疑うことも許されません。そして異教
徒や外国人を排斥するよう促されることもしば
しばです。せっかく自由な日本にいても，右派
の人は右派の言説しか受けつけず，左派の人は
左派の言説しか受けつけない傾向があって，反
対派の人に暴力を振るう場合すらあります。そ
のような偏狭な精神から脱却するためには，
様々な事柄について，多様な見方・意見がある
ことを前向きに受けとめ（そこにこそ進歩の余
地があるかもしれません），いろいろ比較検討
して自分の見解をもつようにしなければなりま
せん。
○より正しい見方を図書館で
異見に寛容であれと言っても，どんな見方・
意見も等価であって優劣はないと思え，という
わけではありません。極端な意見の多くは，客
観的検証に耐えない，誤った・あるいは意図的
な嘘でさえある「事実」を拠り所にしています。
コンピューター時代に育った皆さんは，ややも
すると，本や論文を集めて読むより，手っ取り
早くインターネットの検索で「情報」を集めて
勉強したり，レポートを書こうとしがちになる
かもしれません（そういう大学生はかなり多い
です）。もちろんインターネットで有用な情報
が容易に手に入ることは確かですが，匿名の書
き手や怪しげなサイトが流す言説は，民主党の
議員が引っかかった「ガセネタ」も一例ですが，
偏見や極論や虚偽に満ちていることがあります
ので，よほど注意してください。
その点，附属図書館にある膨大な書物や雑誌
は，長年にわたり多くの教員が選んで収集して
きたもので，その内容には比較的信用がおけま
す。膨大すぎてどれを読んだらよいか分からな
いと思われるかもしれませんが，キーワードで
検索することができますし，さらに図書館カウ
ンターの職員や関係分野の教員に助言を求める
こともできます。また，膨大な図書といっても
ほとんどは古かったり，検索で見つけた本や雑
誌論文が書架にないかもしれません。そうした
場合，教員の研究室や，他大学等の図書館から
（最近の書物も）借り出すことができそうです
し，図書館にない雑誌もオンラインで論文を入
手できる可能性は高いです。
もちろん，図書館を通じて入手した情報なら，
すべて信用して受け入れてよい，などとは言い
ません。前述のように，調べたいテーマを得た
なら，それに関する多様なデータや研究・論説
を集めて，何が一番真実に近い，あるいは正義
に適いそうかを，自分で判断しなければなりま
せん。そのように考えていくと，そもそも問題
の立て方がおかしいとか，別の問題を考える必
要があるということに気づく場合もあるでしょ
う。そうして私たちは学問，あるいは確かな
「知」に近づいていくのであり，そのような「問
題発見能力」が，大学受験に要求された「問題
解決能力」に加えて求められることが，大学の
大学であるゆえんなのです。
最後に，東京の国会図書館の壁に刻まれた金
言を，皆さんに贈ります。
「真理が我らを自由にする」
